
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 
平成 25年５月３１日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

研究成果の概要（和文）： 

本研究は、５カ国（イギリス、フランス、ドイツ、韓国、日本）の国際比較調査により、

各国で初等教育段階の児童を対象として、学校を場として実施される放課後活動支援の実

態とその効果を児童対象調査を基に実証的に解明することを目的とした。 

2010 年 10 月～2012 年 3 月にイギリス、ドイツ、フランス、韓国の４カ国で初等教育段

階の児童対象に学校を場として実施される放課後活動の計画・指導に携わる行政関係者、

活動を実施する学校関係者とのヒヤリング調査を実施した。さらに、計５各国の放課後活

動を実施する学校に在籍する児童対象の質問紙による統計的調査を実施した。さらに、

2012 年度は、調査データの分析、学会発表、書籍出版、ホームページ作成・公開を行った。 

 

研究成果の概要（英文）： 
Using an international comparative survey covering five countries (the UK, France, Germany, 

South Korea, and Japan), this research aims to clarify the current conditions of school based 

after-school activity support and its effects on children based on the surveys of the primary school 

aged children, 

Oral-based research was conducted in the five countries of the UK, Germany, France, South 

Korea, and Japan with administration officials engaged in the planning and guidance of 

after-school activities, as well as school personnel who carry out these activities, which are held 

at schools for children in primary education during October 2010 to March 2012. In addition, 

statistical surveys were carried out using questionnaire research for children enrolled at the 

schools where these after-school activities were carried out. 

During April 2012 to March 2013, we analyzed the survey data, presentations at relevant 

societies, published a book, and built and released a homepage. 
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研究分野：社会科学 D 
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１．研究開始当初の背景 
 児童が放課後に有意義な学習活動や様々
な体験活動に取り組み、かつ児童の安心・安
全な居場所の確保をねらいとする放課後活
動支援は、欧米先進国、及び日本や韓国など
のアジアにおいても近年、国の教育政策の一
環として組織的な取り組みが実施されてい
る。 
 日本が実施する「放課後子ども教室事業」
は、文部科学省と厚生労働省が推進する放課
後子どもプランの一環として位置付き、平成
19 年度から国庫補助事業のもとに行われる
放課後活動支援の中核的事業の一つである。
現在、約 10,000 か所の小・中学校で実施さ
れており、放課後に学校、保護者や地域住民
の連携により、児童・生徒を対象に学習、体
験、交流などの多様な活動支援が実施されて
いる。 
 そうした実践が展開する中で、文部科学省
の委嘱研究事業として全国的な展開の実態
を解明する調査研究や、活動支援に携わる指
導者の特徴などに関する調査研究が実施さ
れている。一方、日本と同様に児童・生徒を
対象とする放課後活動支援に取り組む諸外
国の実態に関する研究は十分とは言えない
状況にあった。さらに、実践上の課題や、活
動支援の効果を実証的に明らかにする研究
は管見の限り見られない状況であった。 
 日本が、今後、教育基本法に既定されるよ
うに学校、家庭、地域の連携による教育を推
進するためには、その必要性を思弁的・規範
論的に論じるばかりでなく、諸外国の取り組
む放課後活動支援の実態や課題、さらにはそ
の効果を実証的に明らかにする必要がある。
それらの研究の蓄積を踏まえて、今後の日本
の放課後活動支援のより望ましい形態や仕
組みづくりのあり方が解明されると考えら
れるためである。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、上記の問題意識を基に、初等教
育段階の児童を対象とする、学校の正規授業
の前後に実施される学習や体験、交流活動に
着目し、日本を含む 5か国（ドイツ、イギリ
ス、フランス、韓国、日本）の学校を場とす
る放課後活動支援の実態と課題の解明、及び
児童対象調査に基づく放課後活動支援の効
果を明らかにすることを目的とした。 
また、国際比較研究を基に、今後の日本の

児童を対象とする放課後活動支援のあり方
の解明を最終的なねらいとした。 

３．研究の方法 
（1） 本分析の対象とする「放課後活動」の
概念規定 
本分析の対象とする放課後活動とは，「正

規の授業後（または授業開始前）に，学校を
場として教職員や地域住民，保護者等の支援
の基に実施される組織的な学習や体験活動」
を意味する。 
なお，国際比較研究にあたり本研究では異

なる国の調査においても統一性を確保する
ため，上記の概念規定で述べた放課後活動の
中でも，初等教育段階の児童を対象とする
（概ね6，7 歳～12 歳）放課後活動を研究対
象とした。 
(2) 調査の概要 
研究方法としてここでは現地ヒヤリング

調査，及び児童対象の質問紙法による調査を
行った。 
海外４ヶ国 (ドイツ，イギリス，フランス，

韓国)においては下記の①～③の現地ヒヤリ
ング調査を2010年 10月～2011年 6月中に行
う。さらに日本を含む５か国において，④の
児童対象調査を行った。 
 
① 国の教育行政担当者とのヒヤリング調
査により，国の取り組みの経緯，実施状況，
法的根拠，予算等の実態を解明する。 
② 首都の教育行政担当者とのヒヤリング
調査により，首都部での取り組みの経緯，実
施状況，条例等法的根拠，予算等の実態を解
明する。 
③ 首都部の学校２校以上で学校関係者と
のヒヤリング調査により，学校の取り組みの
経緯，予算等の実態を解明する。 
④ 首都部でヒヤリングを実施したモデル
校を含む，首都部，及びその近郊に在住する
児童（８歳～13 歳未満）対象の質問紙調査に
より，放課後活動支援の児童に対する効果を
検討する。 

 

 (3)児童対象調査の内容 
 児童対象調査は，５か国全て同じ設問での
調査を実施した。主な調査項目は以下の通り
である。 
A. 調査時１週間前の放課後の家庭で過ごし
方や，学校での放課後活動への参加状況を問
う設問，計 11 
B. 児童の自尊感情，規範意識，職業観，関
心・意欲，共生感，人間関係能力等意識を問
う設問，計 21 
C. 児童の価値観を問う設問，計 10 



児童対象調査の調査票の計画標本数、有
効回収数等の回収状況は表 1に示す通りで
ある。日本の場合、児童対象調査は東京都
内のｃ区、及びｋ市の公立小学校に通学す
る児童４年生～６年生の悉皆調査を行いま
した。有効回収数は計 5,307を得て、有効
回収率は 87.5％と比較的高い値となりま
した。一方、ドイツ、イギリス、フランス
のヨーロッパ３か国では、個人情報の保護
の観点から児童対象の質問紙調査の実施が
極めて困難であり、各国共に約 400～500
サンプルのデータ収集にとどまった。調査
実施時期は、表 2に示す通りである。 
 
表 1 児童対象調査の国別調査票配布数，有効
回収数，有効回収率 

 

表2 国別に見た児童対象調査の実施時期 

 

４．研究成果 
 海外４か国の現地での政府関係者、首都部
の教育行政関係者、学校関係者とのヒヤリン
グ調査の内容は、研究成果として出版された
後述する書籍に譲り、ここでは児童対象調査
の結果の主な内容を示す。 
 
Ⅳ―１ 放課後活動参加の実態と効果 
1．児童の放課後活動参加と行動との関連 
（１）日本の児童の放課後の過ごし方と，「放
課後子ども教室」への参加状況 
調査実施の１週間前の放課後に、帰宅後、

１人または子どものみで過ごす日数を尋ね
たところ、５カ国中、日本の児童がもっとも
「ほとんどない」とした回答率が低く、45％
となった。これは残り 55％の児童が、調査実

施前の１週間内に帰宅後、１人または子ども
のみで過ごした日数があることを意味して
いる。特に「４日～５日」や、「６日以上」
の多くの日数のカテゴリーの選択した児童
の割合が日本で最も高く、多くの日本の児童
が帰宅後を１人、ないし子どものみで過ごし
ている状況が浮かび上がった。日本の児童が
最も放課後対策の必要性の高い児童が多く
存在することを示す一つのデータと言える。 
今回の首都部の小学校はいずれも放課後

活動支援を実施する学校に通学する児童を
対象としているが、「参加日数が０日」の割
合は日本の児童で最も高く 73％を占めた。学
校の放課後活動支援の参加率は、日本が最も
低い。 

 
（２）児童のライフスタイルと放課後活動参
加との関連 
学校を場とする放課後活動への参加は、

児童の行動や意識にいかなる変化をもたら
すのか。本研究はその関連を検討するため、
児童の日常のライフスタイルとして、調査
時１週間前の平日の a.テレビ視聴時間、b.
放課後を子どものみで過ごした日数、c.遊
んだ友人の数、d.勉強時間、e.ゲームやイ
ンターネット、f.マンガ本を読む頻度など
を取り上げた。表３は、放課後活動参加の
有無とのクロス分析によるχ２検定の結果
を示したものである。 
分析では、調査時１週間前の放課後に、

いつも遊んだ友人の数に統計的有意差が認
められた。その内訳は放課後活動参加群の
児童の方が、「5～9 人」「10 人以上」とい
った多人数で遊ぶ割合が高く、反対に参加
なし群の児童は一緒に遊んだ友人が「いな
い」や「一人」ないし「２～４人」の少人
数の選択率が高い結果となった。放課後活
動参加群の児童は、日常に一緒に遊ぶ児童
数が多い傾向にある。これは放課後活動に
おいて、複数の児童による遊びが多く実施
されることの影響と考えられる。 
 
表３ 児童のライフスタイルと放課後活動
への参加との関連に関するクロス分析結果
（日本児童対象調査の結果） 

日常の(調査時の１週間の)ライ
フスタイルに関する調査項目 

P 値（両
側） 

1．テレビ視聴時間 .442 

2．帰宅後子どものみで過ごした
日数 

.420 

3．いつも遊んだ友人の人数 .000*** 
4．学校の授業以外で勉強する時
間数（塾等を含む） 

.133 

5．テレビゲーム・コンピュータ
ゲームの使用頻度 

.726 

6．インターネットの利用頻度 .689 
7．マンガ本を読む頻度 .920 

 



２．児童の放課後参加と意識との関連 
 
放課後子ども教室への参加は、児童の意

識に何らかの影響を及ぼすのだろうか。仮
説２を検証するために、本分析では表６に
示す計 21項目の意識を児童に問い、放課後
子ども教室への参加の有無との関連を分析
した。 
 分析の結果、21 項目中、計 11 項目に有
意水準 10％未満の統計的有意差が認められ
た。その内、7項目は有意水準 1％未満の関
連が見出されている。有意差が認められた
具体的な項目をみると、いずれも放課後子
ども教室への参加が、児童の意識を高める
傾向にあり、放課後活動への参加が、児童
の意識にプラスの多面的な影響を及ぼす可
能性が示唆された。 
 そこで統計的有意差が多く見られた関
心・意欲、人間関係能力、文化的作法・教
養に関する意識の項目についてさらなる分
析を試みた。各カテゴリーに含まれる３項
目の合計得点を算出し、児童の分布をサン
プル数で３群に等分割して、得点の高い順
に高群、中群、低群とした。その児童の回
答結果に基づく意識の３群と、放課後子ど
も教室への参加日数との関連を分析した。 
分析の結果、３つのクロス分析ともに、

統計的有意差が認められた。放課後子ども
教室への参加日数の多い児童ほど、「もっと
深く学んでみたいことがある」といった関
心・意欲に関する意識や、「けんかをした友
達を仲直りさせることができる」といった
自身の人間関係能力に関する意識、さらに
は「自分の国の昔話を話すことができる」
といった文化的作法・教養に関する意識が
高い関連が析出された。 これらの分析結
果によれば、児童の放課後子ども教室への
参加は、少なくとも児童の関心・意欲や、
人間関係能力の向上に寄与し、また文化的
作法・教養を高めることが期待できる。 
 従来の日本の研究では、放課後活動支援の効
果を実証的に検討する研究は少ない。本研究は、
放課後研究と実践に新たな知見を加えた。また、
本研究の知見は、今後、放課後活動支援の評価
研究に繋がるものとなると言えよう。 
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